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事業企画
立案

BPMとSOAによる変化対応

経営企画部門

事業部門の
事業企画担当

事業部門の業務担当

または

情報システム部門

事業
企画書

現状分析
ビジネスプロセス

(As-Is)

再編/新規設計
ビジネスプロセス
（To-Be)

■シェアード・サービス化検討
■アウトソーシング検討
■シュミレーション
例 Activity-Based Costing
■組織変更
■モデル変更
（修正/追加/削除）

現状
職務内容

現状情報システム

サービス

アプリケーション

経営戦略策定
財務・事業状況
レビュー

Plan：実行計画立案 Do:
事業運営

Check:
評価

Action:
改善

ビジネスプロセス管理（BPM)

修正/新規
職務内容

変更情報システム

サービス

アプリケーション

＜情報システム＞
■既存システム
再利用検討

■新規システム
要件定義

＜職務＞
■役割変更
■職務内容変更

SOA

if IT化 if IT化

SOA

BPMによる事業変革・業務改善、SOAによるシステム柔軟性の向上
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セッションの動機

ビジネスプロセス・マネジメント手法とSOAを組合せ、ビ
ジネス環境変化に柔軟に対応する考え方が広く知ら
れるようになりました。

しかし、具体的にどのように実現するか考えると方法
が不明であったり、期待と現実に大きな隔たりがあった
りします。

このような課題を明確にして解決方法を検討するた
めに、ビジネスプロセス策定からサービス導出までモデ
リングの思考実験（モデリング検証タスク）を行いました。

本セッションではビジネスプロセスとサービスの関連を整
理した上で、SOAに基づくシステム化を念頭においた
ビジネスプロセスとサービスのモデリングを紹介します。
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BPMの実践とSOAの適用の課題

課題１．BPMとSOA、モデルの関係
BPMのビジネスプロセスとSOAのサービスの関連が明確で
ない

課題２．モデル作成の方法

ビジネスプロセス・モデルとサービス・モデルの具体的な作成
方法が確立していない

課題３．変更に対するモデルの利用法

事業改革・業務改善と関連する情報システムの改変の
計画におけるモデルの使い方が分からない
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モデリング検証タスクの概要

目的：三つの課題を解決する
BPMとSOA、モデルの関係
モデル作成の方法

変更に対するモデルの利用法

手段：仮説の作成と検証
ビジネスプロセス・モデルとサービス導出の手法を仮説

現実に近い事業モデルを想定し、手法を適用し検証

事業変革のシナリオに対する既製モデルの利用を検討

ビジネスプロセス分析からサービス設計の工程を架空の
企業（OA機器販売業者）を想定して実施する。
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アジェンダ

BPMとSOAのモデル間の関連の考察
ビジネスプロセスのモデリング

サービスのモデリング

まとめ
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手法の設定

ビジネスプロセスのモデリング
ビジネスプロセス構造としてラムラー/ブレーシュ手法を参照
Geary A. Rummler, Alan P. Brache
Improving Performance : How to Manage the White Space in the

Organization Chart

モデルの有効性の評価、根拠付けにゴール指向分析手
法を利用

サービスのモデリング

サービス・モデル構成の設定
サブシステム、サービス、インタフェース（Webサービス）の構成要素
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ラムラー・ブレーシュ法
ビジネスプロセス・マネジメントの手法

ジョブ・ワークフロー
図（スイムレーン型
フロー図）

ビジネス・ユース
ケース図

グループ、担当者作業状況管理

目標管理

作業障害管理

技能・知識管理

職務の設計職務、個人の目
標

アクティビティ/パ
フォーマー・レベル

ビジネスプロセス・
ワークフロー図
ビジネスプロセス階
層モデル（木構
造）

部門、部署

※戦略、予算が
独立

ビジネスプロセス実
施状況管理

目標管理

実績管理

資源管理

組織横断領域管
理

効率的なビジネス
プロセス構造の設
計

外からみた各ビジ
ネスプロセスの目
標

ビジネスプロセス
レベル

組織図（木構造）、
ビジネス相互関連
モデル（DFD図）

部門、パートナー
企業、公的機関

目標管理

実績管理

資源管理

組織横断領域管
理

組織構造の設計

（組織階層、組織
関連）

事業戦略の一部組織レベル

記述モデル関連主体管理
（Management）

設計（Design）目標（Goal）

ビジネスプロセスを3レベルの視点で最適化を検討する手法
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組織レベル

組織

部門A 部門B 部門C

ビ
ジ
ネ
ス
・パ
ー
ト
ナ
ー

顧
客

製品
サービス

製品
サービス

外部との関係，内部組織間の関係
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ビジネスプロセス・レベル

組織

部門A 部門B 部門C

ビ
ジ
ネ
ス
・パ
ー
ト
ナ
ー

顧
客

製品
サービス

製品
サービス

ビジネスプロセス1

ビジネスプロセス2

ビジネスプロセス3

製品やサービスを生み出す部門横断的なプロセス
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ジョブ/パーフォーマー・レベル

組織

部門A 部門B 部門C

ビ
ジ
ネ
ス
・パ
ー
ト
ナ
ー

顧
客

製品
サービス

製品
サービス

ビジネスプロセス1

ビジネスプロセス2

ビジネスプロセス3

人やグループの職務で定める仕事の手順
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ビジネスプロセスとサービスの関連付け

アクティビティ

プロセス

ソフトウェア職務記述

ビジネスプロセスを分析し
て，サブプロセス，アクティ
ビティに分解する

職務分析とソフトウェア設
計を行いアクティビティを
大きな単位にまとめる

フロー

コンポーネント

粒度 小

粒度 大

粒度 大

アクティビティ１ アクティビティ２ アクティビティ３ アクティビティ６

販売システム
（コンピュータ）

販売営業職務
（人）

在庫管理
システム
（コンピュータ）

販売業務サブプロセス

Webサービス Webサービス Webサービス Webサービス

Paul Harmon,Business Process Chanage,Morgan Kaufmann Publisers参考

Webサービスは、ジョブ・レベル・ワークフローのアクティビティを
支援するアプリケーションに関連する
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サービス・モデルの構成

サービスの粒度

サービスのパッケージ
（モジュール）の粒度

WSDLの粒度

ジョブ/パフォーマンスレベルの
ワークフロー

アクティ
ビティ

Web
サービス

アプリケーションのワークフロー
（BPEL実装可能）

ビジネス領域

IT領域
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サービス・モデル構成要素

「サービス・パッケージ」=SOAベースのシステム
開発のプロジェクト単位(=サブシステム)。

「サービス」=1つまたはいくつかのWebサービス
で構成され、ビジネス上の価値を持つサービス。
粒度=プロセスレベル・ワークフローにおけるサブプロ
セスレベル。

「Webサービス」=WSDLで記述できるサービス。
粒度=ジョブレベル・ワークフローにおけるジョブレベ
ルもしくは、ジョブを更にユースケースにブレイクダウ
ンしたレベル。
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ゴール指向分析

関西Dayの成功

参加者多数 参加者満足度高

時節に内容が合致参加費無料案内多い

and

or
or

What

Why？

How？

ゴール：状態または条件を表わす

ビジネスプロセスや情報システムが達成すべき目標を構造
（木構造）的に分析し，設計の指針，評価の基準を作る

and：下位全てのサブゴールの達成
が必要

or：下位いずれかのサブゴールの
達成が必要
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ビジネス領域（コンピュータ非依存）

組織間ビジネスプロセスの動的連携

WF：ワークフロー図

SVC：サービス・モデル図

DATA：データ・モデル図

企業間EDI

ワークフロー図

サービス・モデル図

データ・モデル図

組織内システム間機能の相互運用

ワークフロー図

サービス・モデル図

データ・モデル図

ORG2：組織レベル（企業内）の関係図

ORG１：組織レベル（企業間）の関係図

BP１：ビジネスプロセス・レベルの
ワークフロー図

BP2：ビジネスプロセス・レベルの
ユースケース図（アクティビティ分析）

JOB2：ジョブ・レベルのユースケース図
（アクティビティ分析）

JOB１：ジョブ・レベルのワークフロー図

IT領域

モデル間関連図

BPMN or UML->BPELのMDA
的な実行可能コード生成の領域

BPMN or UML->BPELのMDA
的な実行可能コード生成の領域

SOAのサービス候補抽出のアプロー
チは1つではない。問題領域や目的I
により複数あると考えられる。

SOAのサービス候補抽出のアプロー
チは1つではない。問題領域や目的I
により複数あると考えられる。

GL1：ビジネス戦略記述

GL2：ビジネスゴール分析モデル
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アジェンダ

BPMとSOAのモデル間の関連の考察
ビジネスプロセスのモデリング

サービスのモデリング

まとめ
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●店頭

OA機器

●倉庫

得意先

配送

●コピーサービス
（加工）

新事業戦略

●訪問

業務モデル：OA機器販売業者
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芦田商会（架空の会社）

■OA機器販売業者

売上高 １００億円

事業内容 情報処理機器・通信機器・事務機器･事務用品の
販売・関連する保守、及び、コピー･製本サービス等の加工

取扱商品 パソコン、パソコン周辺機器、複合機（MFP）、プリンター、

文具、事務用品、保守、加工サービス

主要取引先 ５０社以上

販売先 地方の政令指定都市一円及び周辺地区

官公庁・学校・研究所・商社・工場・金融機関・商店一般企業への
直接販売 （訪問･店頭）

新事業戦略

社内のサービスを最大限に活用し、新規事業を早期に立ち上げる！

会社概要の想定
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新規事業の提案

OA機器販売業者の特徴
地場に強い

大手との取引がある

非常に多くの既存客を抱えている

営業力（訪問販売力）が高い

加工サービス部門を社内に持っている

■■ 広告サービス広告サービス
加工サービス、店頭販売、訪問販売などの既存のビジ
ネスプロセス（サービス）を利用して、デザイナ会社、
新聞販売店と組んで、広告（チラシなど）を作成し、
その配布を行うB2Bのサービス。

OA機器販売業者の特徴と既存サービスを最大限に活用して、
新規事業を提案
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モデリング・プロセス

2．現状ビジネス
プロセスの分析

2．現状ビジネス
プロセスの分析

1．ビジネス戦略の
分析

1．ビジネス戦略の
分析

3．新規ビジネス
プロセスの設計

3．新規ビジネス
プロセスの設計

4．現状サービス・
モデルの分析

4．現状サービス・
モデルの分析

5．新規サービス・
モデルの設計

5．新規サービス・
モデルの設計

6．現状
アプリケーション・
モデルの分析

6．現状
アプリケーション・
モデルの分析

7．新規
アプリケーション・
モデルの設計

7．新規
アプリケーション・
モデルの設計

ビジネス
アナリスト

ITアーキ
テクト

システム
開発者

As-Is
To-Be

事業企画
担当

業務担当 ・ビジネスプロセス変更方針
-再利用ビジネスプロセス
-フロー修正箇所

・サービス変更方針
-再利用サービス
-サービス統合変更

・既存システム活用方針

・新規システム化領域特定

・新規サービス候補
分析
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GL１：広告サービスのビジネス戦略

１．高品質なチラシを適切な価格で
短期間に配布する広告サービスを提供する。

・デザイン
ネット入稿でき、高品質である事。
納得できる価格で短期間にデザインできる事。

・印刷
安いコストで短期間に高品質な印刷ができる事。

・配送
安い価格でタイミングよく配送が出来る事。

２．既存の資源を最大限活用し、できる限り迅速に
立ち上げる

詳細記述がつづく・・・
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GL２：ゴール分析モデルー高付加価値

高付加価値サービス

リスク管理

短納期広告物の高品質 低価格サービス

デザインの質が
高い

印刷の質が高い

デザイン期間
短い

印刷期間
短い

入稿が早い

配送代

配布期間
短い

原材料

印刷費用

デザイン費用配布の確認

制作過程の
追跡

制作物のオンライン
受付

メニュー化見積もりの自動化

高速印刷機

ネット受付

配送ルートの
確保

工程の自動化

テンプレート

テンプレート

安い業者

紙価格

大量購入

③専門部門、会社の活用

⑤主管部門による一括管理

④新規窓口の開設
多量少品種による品質維持、安価
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GL2：ゴール分析モデルー早期立ち上げ

早期に立ち上げる

ビジネスパートナー
契約

組織販売チャネル 物流の整備

Web立ち上げ
体制

関係業務ルール

業務プロセス設備

訪問営業マン

既存機器活用

印刷機器

教育

既存体制活用

主管部門 E-learning

デザイン会社

新聞販売店

既存物流の活用

ワークフロー

社内 販売店

デザイン会社

①既存部門の専門性を活用
既存の部門の体制を変更しない。
新業務の主管部門を決める。

②企業間のプロセスフローの決定。

早期に設備が整っている。

早期に立ち上げるという目標は、どんな
目標の集まりか？

どういうことをすれば達成できるか？

保守担当者
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モデリング検証タスク

2．現状ビジネス
プロセスの分析

2．現状ビジネス
プロセスの分析

1．ビジネス戦略の
分析

1．ビジネス戦略の
分析

3．新規ビジネス
プロセスの設計

3．新規ビジネス
プロセスの設計

4．現状サービス・
モデルの分析

4．現状サービス・
モデルの分析

5．新規サービス・
モデルの設計

5．新規サービス・
モデルの設計

6．現状
アプリケーション・
モデルの分析

6．現状
アプリケーション・
モデルの分析

7．新規
アプリケーション・
モデルの設計

7．新規
アプリケーション・
モデルの設計

ビジネス
アナリスト

ITアーキ
テクト

システム
開発者

As-Is
To-Be

事業企画
担当

業務担当 ・ビジネスプロセス変更方針
-再利用ビジネスプロセス
-フロー修正箇所

・サービス変更方針
-再利用サービス
-サービス統合変更

・既存システム活用方針

・新規システム化領域特定

・新規サービス候補
分析

2004度Weekの範囲

ビジネスプロセス記述からサービス設計の工程を業務
サンプル（OA機器販売業者）を用いて検証する。
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現状ビジネスプロセス分析詳細

GL2：:組織レベル（企業内）の関係図

GL1：組織レベル（企業間）の関係図

BP1：ビジネスプロセス・レベルの
ワークフロー図

ジョブ・レベルのユースケース図

ジョブ・レベルのワークフロー図

BP2：ビジネスプロセス・レベルの
ユースケース図

経営の視点
目的：部門、ビジネスパートナーの編成
企業間：分析企業と外部企業との関連を示す。
企業内：企業内部門間での関連を示す。

事業の視点
目的：製品やサービスを生み出すプロセスの設計
部門、部署間のワークフローを記載する。
プロセスが複雑な場合サブプロセスを設け階層化し、
段階的に詳細化する。

職務の視点
目的：人やグループの職務の設計
人やグループの作業手順をワークフローとして
記載する。

三つのモデルは目的が異なり、それぞれが完結している。
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ORG１：組織レベル（企業間）の関係図

芦田商店

記載目的
１．外部との関連を見える化し、現状の
関連の理解と抜けの有無を確認。
２．関連の絞込みによりモデル化する
範囲を特定する。
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ORG２：組織レベル（企業内）の関係図

芦田商店

記載目的
１．外部企業と関連する企業内の業務の
結びつきを見える化する。
２．企業内業務の結びつきを理解する。
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BP1：ビジネスプロセスレベルのワークフロー図
A) OA機器販売

記載目的
１．ビジネスプロセスにおいての企業内、
企業間を含めた作業の流れを確認
するために作成。
２．新規ビジネスを考察する場合や
プロセスの統合、最適化を行う場合に
プロセスの共有性、汎用性を検討する
ために活用
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BP１：B) 事務用品販売
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BP1：C) 加工サービス販売
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BP2：D) 保守サービス販売

X
M

L 
C

on
so

rt
iu

m
X

M
L 

C
on

so
rt

iu
m

34
© XML Consortium

モデリング検証タスク

2．現状ビジネス
プロセスの分析

2．現状ビジネス
プロセスの分析

1．ビジネス戦略の
分析

1．ビジネス戦略の
分析

3．新規ビジネス
プロセスの設計

3．新規ビジネス
プロセスの設計

4．現状サービス・
モデルの分析

4．現状サービス・
モデルの分析

5．新規サービス・
モデルの設計

5．新規サービス・
モデルの設計

6．現状
アプリケーション・
モデルの分析

6．現状
アプリケーション・
モデルの分析

7．新規
アプリケーション・
モデルの設計

7．新規
アプリケーション・
モデルの設計

ビジネス
アナリスト

ITアーキ
テクト

システム
開発者

As-Is
To-Be

事業企画
担当

業務担当 ・ビジネスプロセス変更方針
-再利用ビジネスプロセス
-フロー修正箇所

・サービス変更方針
-再利用サービス
-サービス統合変更

・既存システム活用方針

・新規システム化領域特定

・新規サービス候補
分析

2004度Weekの範囲

ビジネスプロセス記述からサービス設計の工程を業務
サンプル（OA機器販売業者）を用いて検証する。
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ORG1：組織レベル（企業間の関係
図）

芦田商店

新聞配達店

デザイン
会社

デザイン

配送サービス

ゴール分析：③専門部門、会社の活用

記載目的
１．外部との関連を見える化し、現状の
関連の理解と抜けの有無を確認。
２．関連の絞込みによりモデル化する
範囲を特定する。
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ORG2：組織レベル（企業内）の関係図

新業務の主管部門を決める。
既存部門には専門性を維持

記載目的
１．外部企業と関連する企業内の業務の
結びつきを見える化する。
２．企業内業務の結びつきを見える化
する。
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芦
田
商
会

加
工

物
流

運
送
会
社

新
聞
販
売

店
店
頭
販
売

 / 
訪
問
販
売

 /
保
守
サ
ー
ビ
ス

加
工
統
括

デ
ザ
イ
ン
会

社
顧
客

購
読
者

仕
入
先

記載目的
１．ビジネスプロセスにおいての企業内、
企業間を含めた作業の流れを決定
するために作成。
２． プロセスの再利用性、汎用性を
検討することに活用

BP1：ビジネスプロセスレベルのワークフロー図
広告サービス
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モデリング検証タスク

2．現状ビジネス
プロセスの分析

2．現状ビジネス
プロセスの分析

1．ビジネス戦略の
分析

1．ビジネス戦略の
分析

3．新規ビジネス
プロセスの設計

3．新規ビジネス
プロセスの設計

4．現状サービス・
モデルの分析

4．現状サービス・
モデルの分析

5．新規サービス・
モデルの設計

5．新規サービス・
モデルの設計

6．現状
アプリケーション・
モデルの分析

6．現状
アプリケーション・
モデルの分析

7．新規
アプリケーション・
モデルの設計

7．新規
アプリケーション・
モデルの設計

ビジネス
アナリスト

ITアーキ
テクト

システム
開発者

As-Is
To-Be

事業企画
担当

業務担当 ・ビジネスプロセス変更方針
-再利用ビジネスプロセス
-フロー修正箇所

・サービス変更方針
-再利用サービス
-サービス統合変更

・既存システム活用方針

・新規システム化領域特定

・新規サービス候補
分析

2004度Weekの範囲

ビジネスプロセス記述からサービス設計の工程を業務
サンプル（OA機器販売業者）を用いて検証する。
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アジェンダ

BPMとSOAのモデル間の関連の考察
ビジネスプロセスのモデリング

サービスのモデリング

まとめ
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サービスの切り出し

ビジネス・レベルのワークフロー

システム・レベルのワークフロー
（BPEL）

WebWebサービスサービス
（（WSDLWSDL）の粒度）の粒度サービスのサービスの

粒度粒度

サービス・パッケージサービス・パッケージ
（サブシステム）の粒度（サブシステム）の粒度

ソフトウェア構成モデル

1) 共通処理の抜き出し1) 1) 共通処理の抜き出し共通処理の抜き出し

2) 処理同士の関連付け2) 2) 処理同士の関連付け処理同士の関連付け

3) 処理の詳細化3) 3) 処理の詳細化処理の詳細化

4) サービス候補の抽出4) 4) サービス候補の抽出サービス候補の抽出

■サービス切り出しの手順

5) サービス構成の決定5) 5) サービス構成の決定サービス構成の決定
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サービスの共通化

サブプロセスA サブプロセスB

サービス１

サブプロセスA サブプロセスB

サービス１ サービス１

Share Copy

ロジック1 ロジック２

サブプロセスA サブプロセスB

Share

データ１ スキーマ１ スキーマ１

データ１ データ２

スキーマ１ スキーマ２

データ１ データ２

Type1 ◎ Type2 ○ Type3 △

サブプロセスが似ていたらサービスの共通化を検討する
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1) 共通処理の抜き出し (1/2)

4つのワークフロー図を比較しながら、共通な処理を抜
き出して、リストアップした。

受注処理
注文を受け付ける。

出庫処理
出庫指示などの出庫処理を行う。

加工処理
コピー、製本などの加工作業を行う。

保守
契約処理、点検などの保守作業を行う。

納品処理
商品を配送、又は手渡しで納品する。

受注処理受注処理

出庫処理出庫処理

保守保守

納品処理納品処理

加工処理加工処理
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1) 共通処理の抜き出し (2/2)

抜き出した共通処理をサービス・パッケージにマッピング
した。

共通処理の抜き出しのポイント
同様の処理はグループ化する

トランザクション単位で区切る

データのin/outで分ける

受注処理受注処理

ソフトウェア構成モデル

サービス・パッケージサービス・パッケージ
（サブシステム）の粒度（サブシステム）の粒度
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2) 処理同士の関連付け

それぞれの処理同士の関連付けを行った。

処理同士の関連付けのポイント
処理同士の順序を明確にする

他の処理への依存性を明確にする

受注処理受注処理

出庫処理出庫処理

保守保守

納品処理納品処理

加工処理加工処理
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3) 処理の詳細化

それぞれの処理を詳細化して、内部処理を抜き出した。

設置指示

出庫指示

出庫処理出庫処理

配送

手渡し

納品処理納品処理

チラシ作成

コピー

加工処理加工処理

製本

契約処理

設置

保守保守

点検

注文 作業指示

在庫確認

受注処理受注処理

与信
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4) サービス候補の抽出

内部処理をサービスにマッピングし、サービスを定義した。

サービス候補抽出のポイント
機能を実現する最小の単位とする

主体者を切り替えられる

サービスを組み換えられる

WebWebサービスサービス
（（WSDLWSDL）の粒度）の粒度

ソフトウェア構成モデル

ビジネス・レベルのワークフロー

システム・レベルのワークフロー
（BPEL）

サービスのサービスの
粒度粒度

サービス定義
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5) サービス構成の決定

設置指示

出庫指示

出庫処理出庫処理

配送

手渡し

★★納品処理納品処理

★チラシ作成

コピー

加工処理加工処理

製本

契約処理

設置

保守保守

点検

注文 作業指示

在庫確認

受注処理受注処理

与信

人人

★★ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

EDIEDI

ﾘｰｽﾘｰｽ

★★ｸﾚｼﾞｯﾄｸﾚｼﾞｯﾄ

★★自社自社

非在庫管理品非在庫管理品

在庫管理品在庫管理品

出庫出庫

加工加工

保守保守

★：広告サービスで利用
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サービス構成表 (1/2)

•出庫指示サブプロセスof店頭
販売業務プロセス

•加工指示サブプロセスof加工
サービス業務プロセス

•保守契約サブプロセスof保守
サービス販売

作業指示サービス(Type2)

•注文受付サブプロセスof店頭
販売業務プロセス

•注文受付サブプロセスof加工
サービス業務プロセス

•注文受付サブプロセスof保守
サービス業務プロセス

在庫確認サービス(Type2)

•リース会社与信確認サブプロセ
スof店頭販売業務プロセス

•与信サブプロセスof加工サービ
ス業務プロセス

与信サービス(Type1)

•注文受付サブプロセスof店頭
販売業務プロセス

•注文受付サブプロセスof加工
サービス業務プロセス

•注文受付サブプロセスof保守
サービス業務プロセス

注文サービス(Type2)受注処理サービス・パッケージ

関連サブプロセスサービスサービス・パッケージ
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サービス構成表 (2/2)

出庫指示サブプロセスof店頭販
売業務プロセス

出庫指示サービス出庫処理サービス・パッケージ

設置指示サブプロセスof店頭販
売業務プロセス

設置指示サービス

コピー・製本サブプロセスof加工
サービス業務プロセス

製本サービス

コピー・製本サブプロセスof加工
サービス業務プロセス

コピーサービス加工処理サービス・パッケージ

商品提供プロセスof店頭販売
業務プロセス

手渡しサービス

配送サブプロセスof店頭販売業
務プロセス

配送サービス納品処理サービス・パッケージ

なし点検サービス

設置作業サブプロセスof店頭販
売業務プロセス

設置サービス

保守契約サブプロセスof保守
サービス業務プロセス

契約処理サービス保守サービス・パッケージ

関連サブプロセスサービスサービス・パッケージ
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サービス切り出し方法

サービス・パッケージ（サブシステム）
＝共通処理の単位。

切り出し方法の長所
複数のビジネスプロセスからサービス・パッケージを再利
用できる

サービス
＝機能を実現する最小の単位。

切り出し方法の長所
ビジネスの環境変化に柔軟に対応できる。

主体者を切り替えられる

サービスを組み換えられる
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モデリング検証タスク

2．現状ビジネス
プロセスの分析

2．現状ビジネス
プロセスの分析

1．ビジネス戦略の
分析

1．ビジネス戦略の
分析

3．新規ビジネス
プロセスの設計

3．新規ビジネス
プロセスの設計

4．現状サービス・
モデルの分析

4．現状サービス・
モデルの分析

5．新規サービス・
モデルの設計

5．新規サービス・
モデルの設計

6．現状
アプリケーション・
モデルの分析

6．現状
アプリケーション・
モデルの分析

7．新規
アプリケーション・
モデルの設計

7．新規
アプリケーション・
モデルの設計

ビジネス
アナリスト

ITアーキ
テクト

システム
開発者

As-Is
To-Be

事業企画
担当

業務担当 ・ビジネスプロセス変更方針
-再利用ビジネスプロセス
-フロー修正箇所

・サービス変更方針
-再利用サービス
-サービス統合変更

・既存システム活用方針

・新規システム化領域特定

・新規サービス候補
分析

2004度Weekの範囲

ビジネスプロセス記述からサービス設計の工程を業務
サンプル（OA機器販売業者）を用いて検証する。
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BP1:広告サービス

芦
田
商
会

加
工

物
流

運
送
会
社

新
聞
販
売

店
店
頭
販
売

 / 
訪
問
販
売

 /
保
守
サ
ー
ビ
ス

加
工
統
括

デ
ザ
イ
ン
会

社
顧
客

購
読
者

仕
入
先



27

X
M

L 
C

on
so

rt
iu

m
X

M
L 

C
on

so
rt

iu
m

53
© XML Consortium

新しいサービスパッケージの追加

処理同士の関連付けのポイント
処理同士の順序を明確にする

他の処理への依存性を明確にする

受注処理受注処理

出庫処理出庫処理

保守保守

納品処理納品処理

加工処理加工処理

クリエイティブ
サービス

クリエイティブクリエイティブ
サービスサービス
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処理の詳細化

クリエイティブサービスの内部処理の抜き出し

受注処理受注処理

出庫処理出庫処理

保守保守

納品処理納品処理

加工処理加工処理

配達依頼

ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞｻｰﾋﾞｽｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞｻｰﾋﾞｽ

デザイン作成
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サービス構成表 (1/3)

•出庫指示サブプロセスof店頭販売
業務プロセス

•加工指示サブプロセスof加工サービ
ス業務プロセス

•保守契約サブプロセスof保守サービ
ス販売

•作成指示サブプロセスof広告サービ
ス販売

作業指示サービス(Type1,Type2)

•注文受付サブプロセスof店頭販売業
務プロセス

•注文受付サブプロセスof加工サービ
ス業務プロセス

•注文受付サブプロセスof保守サービ
ス業務プロセス

在庫確認サービス(Type2)

•リース会社与信確認サブプロセスof
店頭販売業務プロセス

•与信サブプロセスof加工サービス業
務プロセス

与信サービス(Type1)

•注文受付サブプロセスof店頭販売
業務プロセス

•注文受付サブプロセスof加工サービ
ス業務プロセス

•注文受付サブプロセスof保守サービ
ス業務プロセス

•注文受付サブプロセスof広告サービ
ス業務プロセス

注文サービス(Type1,Type2)受注処理サービス・パッケージ

関連サブプロセスサービスサービス・パッケージ
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サービス構成表 (2/3)

出庫指示サブプロセスof店頭販売業
務プロセス

出庫指示サービス出庫処理サービス・パッケージ

設置指示サブプロセスof店頭販売業
務プロセス

設置指示サービス

コピー・製本サブプロセスof加工サービ
ス業務プロセス

製本サービス

コピー・製本サブプロセスof加工サービ
ス業務プロセス

コピーサービス加工処理サービス・パッケージ

新聞配達店の手配サブプロセスofチラ
シ作成計画&着手業務プロセス

配達依頼サービス

デザインの依頼サブプロセスoｆチラシ作
成計画&着手業務プロセス

デザイン作成サービスクリエイティブサービス・パッケージ

（広告サービス)

関連サブプロセスサービスサービス・パッケージ
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サービス構成表 (3/3)

商品提供プロセスof店頭販売
業務プロセス

手渡しサービス

配送サブプロセスof店頭販売業
務プロセス

配送サービス納品処理サービス・パッケージ

なし点検サービス

設置作業サブプロセスof店頭販
売業務プロセス

設置サービス

保守契約サブプロセスof保守
サービス業務プロセス

契約処理サービス保守サービス・パッケージ

関連サブプロセスサービスサービス・パッケージ
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サービス・モデル作成手順表

サービスサービスの発見機能を実現する最小単位となる
内部処理を抽出する

サービス候補の抽出4

処理間の関係を確認する
ことにより、１の妥当性を
確認する

・処理同士の順序を明確化する

・他の処理への依存関係を明確
にする

処理同士の関連付け2

サービス候補の洗い出しそれぞれの処理を詳細化し、内
部処理を洗い出す

処理の詳細化3

サービス

Webサービス
サービスの確定洗い出したサービスをサービス構

成表に整理する
サービス構成の決定5

サービス・パッケージサービスを発見する為の
第一段階として、サブシス
テムレベルの固まりを切り
出す

作成したワークフロー図より、トラ
ンザクション単位、またデータのI/O
単位という観点で、共通の処理を
抜き出す

共通処理の抜き出し１

関連サービス・モデル
要素

目的内容手順名No
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広告サービスでの既存サービスの
再利用は

芦
田
商
会

加
工

物
流

運
送
会
社

新
聞
販
売

店
店
頭
販
売

 / 
訪
問
販
売

 /
保
守
サ
ー
ビ
ス

加
工
統
括

デ
ザ
イ
ン
会

社
顧
客

購
読
者

仕
入
先

コピー･製本

X
M

L 
C

on
so

rt
iu

m
X

M
L 

C
on

so
rt

iu
m

60
© XML Consortium

アジェンダ

BPMとSOAのモデル間の関連の考察
ビジネスプロセスのモデリング

サービスのモデリング

まとめ
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まとめ

ビジネスプロセスのモデル作成

ビジネスプロセスは視点の異なる複数のレベルでモデル化
し関連付けることで整理ができる

ゴール指向分析を併用することで、モデルの妥当性を高
めることができる

ビジネスプロセスとSOAのモデルの関係
サービスは、人の作業を表すプロセス（ジョブ・レベル）の
アクティビティを支援するアプリケーションと関係する

ビジネスプロセスとサービスの構造独立

ビジネスプロセスとサービスの構造化の目的は異なる

構成要素間の関連付けが重要


